
企画・運営︓⼈材育成委員会・⼈材育成グループ

知的財産部門の事務職の重要な職務の⼀つとして会計処理があります。企業の知的財産部門での会計処理
は、出願の段階から権利の維持・活用に至るまで多くの事務作業において発生しており、複雑多岐にわたる
会計処理を効率的かつ確実に遂⾏することが求められます。
しかし、知的財産部門の会計処理を含めた経理に特化した講座がなく、例えば、賃借対照表や損益計算書

とは何か、そのなかで知財関連費用はどう処理されているか等の初歩的な知識も、多くの企業では、Of f - JC
で身に着けるしかなく、特に少数規模知財部門においては、そのような機会すら無いことも少なくありませ
ん。

本研修では、知的財産部門で知っておくべき経理の基礎知識として、簿記の基本的な知識を説明し、簿記
の知識に基づいて、出願の段階から権利の維持・活用に至るまでの特許庁、特許事務所、設計開発部門、
発明者、他社・官学などに対する経理の知識について、根拠を踏まえて解説致します。また例題を使って演
習することで、知的財産部門の事務職に最低限必要な経理に関する知識を身に着け、何気なく⾏っている会
計処理を、根拠を意識して会計処理を⾏えるようにすることを目的としています。
知的財産部門に特化した会計処理について学ぶよい機会ですので、知財事務担当者はもちろん、会計処理

の基本的知識を習得したいマネージャーの⽅や実務担当者の⽅も是非ご受講ください。

※本研修では例題を使った演習を⾏いますので、電卓（スマートフォンの電卓機能でも構いません）を準備
してください。

概 要

集合型研修／PCライブ研修（Zoom） 募集開始⽇︓2022年6月20⽇（月）

J49 知財事務担当者向け経理講座

講義 内 容 講 師

13:30
〜

16:30

１．経理の基礎知識（仕訳、貸借対照表、損益計算書）
２．出願から権利の維持までの⼀連に関する特許庁・特許事務所

に対する経理
３．出願からの⼀連に関する設計開発部門・発明者に対する経理
４．他社・官学に対する経理、その他

新電元工業株式会社
阿河 正明 氏
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2022年度 臨時研修会のご案内

お申込の際、集合型研修／PCライブ研修 どちらかを選択できるコースです。
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■集合型研修 申込コード︓J49-T1

日時 2022年9月5日（月）
13時30分〜16時30分 会場

（⼀社）日本知的財産協会 東京事務所
東京都中央区日本橋3-9-1
日本橋三丁目スクエア6階

テキスト 紙テキスト ※会場で配布します

定員 36名 受講料 14,000円（消費税込）

申込
締切日

2022年8月22日（月）
この日がキャンセル期限日となります。

請求書 9月20日締めで9月下旬頃
会員代表に発送致します。

※ご受講⽅法により申込コードが異なりますのでご注意ください

■PCライブ研修（Zoom） 申込コード︓J49-P1

日時 2022年9月5日（月）
13時30分〜16時30分 会場 ーーー （東京地区より配信）

テキスト 電子テキスト ※開催3日前頃より協会研修会サービスよりダウンロードいただけます

定員 200名 受講料 14,000円（消費税込）

申込
締切日

2022年8月22日（月）
この日がキャンセル期限日となります。

請求書 9月20日締めで9月下旬頃
会員代表に発送致します。

※ご受講⽅法により申込コードが異なりますのでご注意ください

注意事項
〇本コースは、Zoomを使用したPCライブ研修です。
受講申込いただくにあたり、下記公式サイトでZoomが使用できるかご確認願います。
https://support.zoom.us/hc/ja/articles/115002262083

〇災害等緊急事態発生時の研修中止等の連絡は、JIPA Twitterでも発信しています。
JIPAホームページバナーからもアクセスいただけます。

１.申込方法 ｢協会研修会サービス」にてお申込みください。
操作⽅法は、「協会研修会サービスご利用ガイド」をご覧ください。

２.申込結果 お申込結果は、「協会研修会サービス」でお申込み後、直ちに画面でお知らせします。
また、事務担当者（お申込み担当者）・受講者宛にメールでもお知らせします。
※申込み内容の変更は、「協会研修会サービス」の “申込内容の確認・変更”で⾏ってください。
但し、キャンセル期限日以降の変更には制限があります。

３.受 講 票 初回開講日2週間前までに、事務担当者（お申込み担当者）・受講者宛にメールで配信致し
ます。
※万が⼀受領できなかった場合は、協会研修会サービスよりダウンロードを⾏ってください。

申込要領
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【集合型研修／PCライブ研修（Zoom）について】
〇 お申込の際、研修会場で受講する「集合型研修」⼜はお務め先やご⾃宅から受講する「PCライブ
研修」をお選びいただけます。

〇 ご受講⽅法により申込コードが異なりますのでご注意ください（2頁の表をご確認ください）。
〇 研修テキストは、集合型研修でお申込の⽅へは印刷したテキストを会場で配布します。
PCライブ研修でお申込の⽅は、電子テキストで配布します。開催3日前頃より協会研修会サービ
スよりダウンロードください。

〇 ⼀口の申込みにつき、⼀名の⽅でのご視聴をお願いしております。複数で視聴する、動画URLを
第三者に共有する、等の⾏為は禁止致します。

【PCライブ研修（Zoom）ご受講にあたり】
〇 お手持ちのパソコン・タブレット等で、Zoomを使用して研修を⾏います。Webブラウザで参加
される場合は、推奨ブラウザGoogle Chrome、Mozilla Firefox、Chromium Edgeの利用が
推奨されます。

〇 有線LANを使用するなど、通信環境のよい場所で受講ください。
〇 開始時刻までに、受講者ご本人のIDで協会研修会サービスにログインして、視聴する⾏をクリッ
クし、Zoomログイン画面の指示に従い接続ください。ログインIDは受講票配信メールをご確認
ください。

※ 本配信のスマートフォンやデジタルカメラなどによる撮影・録音、動画サイトなどへの無断転載・
共有は⼀切禁⽌致します。
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